
担い手への農地集積・集約 153回

●地域の担い手に農地の40％を集
める

●遊休農地を16.2ha解消する

●新たに農業を始める人へ貸付し
て良い農地面積を16.5ha公表す
る

２０2２年度

　　　　　　　　　　　　　　　期　間
　　項　目

4月～６月 ７月～９月 10月～12月 １月～３月
計

137回

1211回1211回

新規就農者が活用できる助成金について電話で
説明した。

貸していた農地が返却され、また貸したいとい
う人を訪問し、相談を受けた。

借りたい人・貸したい人双方に意向を聞き、申請
書の作成を支援した。

集

新たに農業を始めたい人に、貸付できる農地を
案内した。

担い手への農地集積・集約化 新 新 規 参 入 の 促 進

遊休農地など農地のことでお困りのときは、福島市農業委員会へご相談ください。

遊 遊休農地の発生防止・解消 その他

荒れている農地で所有者に今後の意向を聞き
取った。売却を希望している。

梨の栽培をやめた畑が荒れてきたという相談を
受けた。所有者が高齢のため注意喚起し見守り
を続ける。

総会議案の調査をした。

来年度の事業計画のため、検討会に参加した。

農業委員会研修会に参加した。

遊休農地の発生防止・解消
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おしえて✐
んだんだぱんだ！

「ミエ～ル通信」オリジナルキャラクター

福島市農業委員会の委員は、一人ひとりが、日々の活動を「活動記
録簿」に記録しています。委員の普段の活動を「活動記録簿」から抜
粋して紹介します☆

●ひと月８日以上活動する

●活動強化月間を３回設定

●新規参入相談会への参加

153回

新規参入の促進 137回

👀農業委員会
の活動を
見える化♪

今回のテーマ 「農地利用最適化活動の目標」

んだんだぱんだ

令和４年度から全国の農業委員会は「成果目標」と「活動目標」を設定して公表
しているんだ☆市の現在の状況から具体的な面積などを設定しているよ！

集・新・遊の活動を合わせると１，５０１回も活動していることがわかるね！
毎月ひとりあたり平均で８．４回最適化活動をしているんだ☆彡

簡単に達成できる目標ではないけれど、具体的な目標をたてて、日々の活動をしているんだ！

現在は37.5％解説

活動記録簿から実際の活動の一部を紹介するんだ！PICK UP☝

活動状況だよ!

活動強化中！！


